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On the Revival of Old-fashioned Local Japanese Theaters, Shibaigoya
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ASHIDA Tetsuro
Abstract : Over the last few decades, there have been revivals of some old-fashioned local theaters or play-
houses, Shibaigoya, which were built in Japan before Word war Ⅱ, such as“Koraku-kan”in Akita Prefec-
ture,“Hirose-za”in Fukushima Prefecture,“Nagame-yokyojo”in Gunma Prefecture,“Eiraku-kan”in Hyogo
Prefecture,“Wakimachi-gekijo”in Tokushima Prefecture,“Kanamaru-za”in Kagawa Prefecture,“Uchiko-
za”in Ehime Prefecture,“Kaho-gekijo”in Fukuoka Prefecture and“Yachiyo-za”in Kumamoto Prefecture.
Most of those theaters once closed their doors for good and were brought to the verge of destruction or col-
lapse, but somehow survived and subsequently revived. Nowadays many of them are expected to be centers
of revitalization of local communities. I have been investigating the actual situations of a good number of
these kinds of theaters, and I have been searching how and why they have revived and how they have been
made use of. I have also been considering the effects of the revivals on local communities. In this paper, I
will sketch out some aspects of the revival of such theaters.





















































５）徳永高志は，当時の人口約 100万人の愛媛県だけで 100に及ぶ劇場があったと推定されることから，全国では 7千から 8
千にのぼるものと推計している（徳永 2000 : 64）。
８０ 甲南女子大学研究紀要第 52号 人間科学編（2016年 3月）
農村舞台には，仮設のものと常設のものがあり，1960年代後半の角田らの大がかりな調査では，常設のものだけ




















































































んだ。この公演はその後恒例化し，2014年（平成 26）には，第 30回記念を迎えた。毎年 4月（わずかだが 5月
の年もある）の公演期間中は全国から歌舞伎ファンが集まり，町じゅうが華やかな祝祭的雰囲気に包まれるので
ある14）。







生かしたい」という意向が伝えられたというが（明治村 1972 : 160），当初は消防法等を考慮して実演は差し控えられてお













































































































































小屋 昨日 今日 明日」にやや詳しいが，一般には入手，参照は難しいと思われる。本論考は，同資料集のほか，ながめ黒
子の会の中心メンバーのひとりである，椎名祐司氏提供の資料および証言に依拠している。































建築である。ところが，1984年（昭和 59）には，明治 7年（1874）創建の呉服座が芝居小屋として 2番目に指定
され，さらにその 4年後には，明治末年の建築である八千代座も 3番目の指定を受ける。その後も，八千代座よ






















り昔のさくら湯に近い形で，本物の再生をめざすべきです。」（山鹿市 2010 : 15）
２６）広瀬座については，［福島市教育委員会 1996］および［橋本今祐 2011］（第三章 伊達郡三座の経営と芸能興業）を参照の
こと。















































































し，その映画館も 1995年（平成 7）には閉館して，取り壊しの話しも出ていた。ところが，1996年（平成 8）に
山田洋次監督，西田敏行主演の松竹映画「虹をつかむ男」で，映画館「オデオン座」としてロケ舞台になったこ
とがきっかけに，にわかに保存に向け大きく舵を切る。1998年（平成 10）には（旧）脇町の文化財に指定され，
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